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春日部市は鉄道の高架化で都市構造が変わる

道路が変わる

駅前広場が変わる

公園が変わる

まちの景色を大きく変える
１００年に一度のまちづくりを、これから展開します
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１．春日部市の紹介



位置
埼玉県の東部地域で都心から35㎞圏
関東平野のほぼ中央
坂がほとんどないウォーカブル向き地形
埼玉県は全国でも５本の指に入る晴れの多さ
市域と面積
南北約12km、東西約11km
面積約６６ｋ㎡→（ほぼ浜名湖、TDL142個分）
鉄道
東武伊勢崎線と東武野田線

世界的人気のアニメ『クレヨンしんちゃん』の舞台
平成１６年度に野原一家が特別住民登録、平成２２年度から
「まちの案内人」、「子育て応援キャラクター」として活躍中
例えば、、、
 ・市役所にしんちゃんとひまわりのモニュメント
 ・春日部駅の発車メロディが「オラはにんきもの」
 ・コミュニティバスがしんちゃんのラッピング
 ・さらにコミュニティバス車内アナウンスの一部がしんちゃんの声に
 ・児童センターにしんちゃん、ひまわり、シロ、カスカベ防衛隊のモ
  ニュメント
 ・「赤ちゃんの駅」の目印となるステッカーに野原一家

春日部市の紹介（位置・市域等）

その他
藤、桐たんす、ユリカモメ、首都圏外郭放水路

(INTENTIONALLY BLANK）



総  人  口：230,031人（R6.10.1現在）

226,138232,007239,991

総人口と区分別人口の推移

年齢区分別人口：年少、生産年齢人口割合減少
        老年人口割合増加

ゆるやかに人口減少・少子高齢化が進んで
いくとともに、財政規模の縮小が見込まれる

※令和2年国勢調査時点で埼玉県内63市町村のうち 人口減少率：43位 高齢化率：26位

春日部市の紹介（人口等）



２．春日部市の中心市街地



位置・広さ
春日部駅を中心に広がる約150ha
                         (2TDL・1TDs）
用途地域
商業地域    約77ha 
近隣商業地域  約7ha
その他     約66ha 
鉄道
東武鉄道伊勢崎線東武鉄道野田線の接続駅
公園
約1.4ha
一級河川
大落古利根川 約6.6ha
公共施設
春日部市役所、春日部市立医療センター、
市民文化会館、中央図書館、東部地域振興
ふれあい拠点施設「ふれあいキューブ」、
春日部第２児童センター、春日部中学校
その他
春日部市の中心市街地はこのエリアだけ

春日部駅周辺中心市街地



中心市街地の沿革①
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春日部市郷土資料館提供

江戸時代現代

中心市街地の沿革②

N



1960年代  2010年代 

Ｎ

日光街道の宿場町という歴史から発展してきた春日部駅東口
高度経済成長期の区画整理でできた春日部駅西口 まちができた時代・成り立ちの差

春日部駅

春日部駅

結果として、春日部駅を中心に東西の“まち”が別々の歩みを進めることに

〇高度経済成長期から首都圏への人口集中を支えるベッドタウンとして、鉄道駅を中心に市街地が
 形成され、急速な発展を遂げた
〇一面田畑であった西口周辺の土地区画整理事業などの都市基盤整備の進展により、商業・業務機
 能や公共施設の立地が進んだ

中心市街地の沿革③

東
西

東
西
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３．中心市街地の現状



鉄道があったからこそ、春日部駅の周辺は栄えた．．．
しかしながら、東西の横断ができる箇所は限られ、渋滞がつきまとう現状となっている。

春日部駅

中心市街地内の移動

移動の円滑化中心市街地に求められていること①

伊勢崎線124号踏切
ピーク時、１時間あたり約５３分遮断

過去には埼玉県ワースト１



渋滞が頻繁で東西の行き来がしにくい状況は、
円滑な経済活動の妨げとなり、まちのスポンジ化が進行している。

中心市街地のスポンジ化

まちの魅力を高めること中心市街地に求められていること②

低未利用地
（青空駐車場等）

春日部市内で買い物を楽しむ人の割合が減少

中心市街地の１割弱が低未利用地 購買行動の市外流出



４．春日部市が進めるウォーカブル施策について



高架化の区間

１．４ｋｍ

１．５ｋｍ

春日部駅

八木崎駅
内谷陸橋

春日部中学校

鉄道の高架化

開かずの踏切を含む１０箇所の踏切を除却、駅には自由通路 
→渋滞がなくなり、東西の行き来がしやすい都市構造へ転換される



高架化は１００年に１度の大規模都市構造転換

千住馬車鉄道営業開始   

1893

1899

東武鉄道粕壁駅開業
鉄道による都市構造の始まり

1949

春日部駅に改称 

春日部市施行

1954

今の西口が完成 
1971

1996
今の東口が完成

2032

2005

新市施行

鉄道高架の完了予定
鉄道による都市構造からの転換

春日部駅開業から鉄道の高架化まで１３３年間



鉄道の高架とあわせたウォーカブル施策

新規整備（道路） 再整備（道路） 再整備（公園） 踏切（除却） 鉄道の高架化区間

中央通り線

袋
陣

屋
線

東
西

連
絡

道
路

大落古利根川右岸線

中央一丁目地区再開発

中央町第一公園

東口駅前広場

西口駅前広場

西
口

駅
前

通
り

市役所通り

新庁舎

教育センター再整備

商工振興センター跡地再整備

通過交通抑制エリア

歩行者優先エリア

環状道路

まちなみ公園



鉄道の高架とあわせたウォーカブル施策

※このイメージはあくまで市が作成したものであり、関係者と調整したものではありません

春日部駅東口イメージパース公共空間の再編



鉄道高架による単純効果→渋滞解消 移動の円滑化
課題の物理的解決は決まっている

物理的に東西の行き来がしやすくなるこのタイミング
物理的解決・単純効果だけじゃ未来はない

鉄道の高架化は１００年に一度の大規模都市構造転換
財政規模の縮小が見込まれる中、同規模の都市基盤整備はもうない

ハード施策とともに“まち”を変える手を打たなければならない
行政と民間が手を取り合って、
“まち”を変えていくことができれば、、、

ハード整備だけされても、そこで活動する人がいなければ、“まち”は淋しい
ハード整備とソフト施策が相乗効果を出す方向性がマスト

公共空間の再編

通過交通抑制エリア

歩行者優先エリア
環状道路

春日部版ウォーカブル施策における２つの取り組み

官民連携まちづくり

ハード ソフト



春日部版ウォーカブル施策における取り組み①

まちなかウォーカブル推進ガイドライン（令和６年度作成中）
中心市街地の道路交通体系の見直しとともに公共空間の再編・利活用戦略を検討

①リンク＆プレイス理論に
基づく現況整理
 
 ストリートの機能を「リ
ンク（通行）」機能と「プ
レイス」（滞在）機能に区
分し、都市内のストリート
タイプをを２軸で表現した
マトリックスを用いてスト
リートの特性を把握し、計
画する理論

出典：ストリートデザインガイドライン（国土交通省都市局・道路局）

②将来の変化・ポテンシャルを踏まえ、
 路線ごとに目指す方向性の整理を行う。

  ※現在検討中の内容です。



春日部版ウォーカブル施策における取り組み②

公的空間活用等推進本部（令和６年度創設）

実務メンバー（Task force） １２課 １４名
政策企画課 シティセールス広報課 管財課 環境政策課
商工振興課 観光振興課 農業振興課 道路管理課
道路建設課 公園緑地課 都市計画課 鉄道高架推進課

鉄道の高架化で生まれる空間を活用していくための検討を行う
暫定的な庁内横断的体制

Task force1 Task force 2
①公共空間を活用するうえでのルールやガイ
 ドラインの検討

①官民連携まちづくりの事業スキーム検討
②共に歩んでくれるプレイヤー探し

主に施設管理セクション ソフト施策セクション

庁内横断的な推進体制
全体のTask

 ・横断的な推進体制
 ・官民で“まち”のことを話し合える場  次年度以降の構築を目指す



私たち行政は、
これから、“まち”に関係する皆様と

中心市街地の将来像を共に描き、
共に“理想のまち”に向かっていきたい

と考えています。
そのために動いていこうとしています。

ご清聴いただき、ありがとうございました。


